
 

２ 位置付け 

福井市建築物耐震改修促進計画（計画期間：

～令和 8 年 3 月）に定めた目標である住宅の  

耐震化率 90％の達成に向けては、住宅所有者の

負担軽減を目的とした支援制度の充実や、耐震

化の必要性の周知および支援制度の普及の促進

により、耐震化を促進することが重要です。 

福井市では、市政広報やパンフレット、耐震

改修工事の現場見学会などの出前講座等のほ

か、木造住宅が密集している既成市街地内を含

む市内全域において戸別訪問等による広報活動

を強化し、住宅の耐震化を重点的に促進してい

きます。 

このため、福井市住宅耐震化緊急促進アクシ

ョンプログラム（以下、「アクションプログラム」

という。）では、毎年度、住宅の耐震化に係る取

り組みを位置付け、その進捗状況を把握・評価

するとともに、プログラムの充実・改善を図り、

住宅の耐震化を強力に推進することとします。 

 アクションプログラムは、福井市建築物耐震

改修促進計画第２章第６項に基づき策定しま

す。 

１ 目標 

計
画 

令和 7 年度取組み内容 令和 7 年度目標 

【財政的支援】 

(1) 住宅の耐震診断等費に対する補助を実施 

(2) 住宅の耐震改修工事費に対する一部補助を実施 

(3)耐震シェルター設置に要する費用の一部補助を実施 

【普及啓発等】 

(1) 住宅所有者に対する直接的な耐震化促進 

・令和７年度は市街地を中心に約 1,600 戸の戸別訪問を実施 

・納税通知書内に事業案内を掲載し送付（約 13 万件） 

(2) 耐震診断実施者に対する耐震化促進 

・耐震診断の結果報告及び補強プラン作成時に、耐震改修

費の概算費用の提示 

・耐震診断を実施した者に対して、電話やＤＭによりフォ

ローアップを行うことで、耐震化を促進 

(3) 改修事業者の技術向上等 

・県と合同で改修事業者に対する耐震改修工法等に係る説

明会を実施 

・耐震改修事業者の名簿を公表 

(4) 市民への周知普及 

・耐震改修の必要性をホームページ、広報誌等により周知 

・市民を対象に出前講座、現場見学会などの説明会を開催 

・チラシにより支援制度等の周知を実施 

 

・木造住宅の耐震診断等費補助戸数  250戸 
・木造住宅の耐震改修工事費補助戸数  31戸※ 
  ※全体改修、耐震シェルター設置を含む 
前年度までの実績 

(単位：戸) 

年度 
木造住宅の 
耐震診断等費 
補助戸数 

木造住宅の 
耐震改修工事費 
補助戸数 

R6 200 21 
R5 28 4 
R4 15 5 
R3 20 7 
R2 21 4 

R元 30 7 
H30 32 10 
H29 44 13 

 
 

 
自
己
評
価 

前年度（令和 6年度）の取組み実績 前年度（令和 6年度）の課題 

・既成市街地内を中心とした戸別訪問を 1,603戸実施 
・支援制度の普及に向けたパネル展等を開催 
・広報誌に支援制度案内を掲載 
・広告付行政情報モニターによる支援制度案内 
・耐震診断実施者へ電話や DMによるフォローアップを実施 

・令和 6年能登半島地震の発生により市民の耐震化への
意識が高まり、補助申請数が急増したことを受け、今

後は、事業の推進に向けた啓発活動を引続き実施する

とともに、耐震診断実施者へのフォローアップを重点

的に行い、耐震化へ繋げていく必要がある。 
改善策 

・戸別訪問等の啓発活動を継続的に実施するとともに、 
耐震診断実施者に対して、電話やＤＭによる個別のフ

ォローアップを行い、耐震化の促進を目指す。 

福井市住宅耐震化緊急促進アクションプログラム 

３ 取組内容・目標・実績 


